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豊かな感性と表現する力を養う図画工作の教材研究
～楽しく遊べるダンボールハウス共同制作の取り組み～
土 屋 明 之 1 )
A Study of Teaching Materials which Develop Great Sensitivity
and Expressive Ability in Drawing and Crafts
― Grappling with the Co-production of a Corrugated House















































一匹、花一輪を 1 ポイントとし、 1 人で複数の数値
的な集計に対しては、描かれた人一人、動物一匹、





























であり、図 1 で 2 番目に多かった動物では、クマ、
ウサギで意外と身近な犬や猫ではなかった。
興味深いのは、描かれた背景に多く添えられて












































授業単位が 1 学年 2 クラス編制で実施。1 クラス
50人前後の集団での取り組みのため、共同制作単位

















































































壁は 8 面、屋根は正方形 5






























































































































図12 ツムツムカーニバルハウス 図13 ライオンハウスの部分
図14 レゴハウス 図15 ペロペロハウスの部分
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